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2. 施設関連車両の走行 

(1) 予測内容 

施設の利用に伴う影響として、施設関連車両の走行により発生する振動が事業計画地周辺に及

ぼす影響について、建設省土木研究所提案式による数値計算により予測した。予測内容は表

5.6.12に、予測地点の位置は図 5.6.4(1)、(2)に示すとおりである。 

道路交通振動調査を行った施設関連車両の主要な走行ルートの沿道 6地点において、振動レベ

ルの 80％レンジ上端値（L10）を予測した。 

予測時点は、施設供用時とした。 

 

表 5.6.12 予測内容 

予測項目 対象発生源 予測範囲・地点 予測時点 予測方法 

施設関連車両の走行に 

より発生する振動の影響 

・振動レベル 

（80％レンジ上端値（L10）） 

施設関連車両 

施設関連車両主要走行ル

ート等の沿道：6 地点 

（道路交通振動調査地点

と同地点：交通 No.1、交

通 No.2、交通 No.3、交通

No.4、交通 No.5、交通

No.6） 

施設供用時 
建設省土木研究所

提案式により予測 
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図 5.6.4(1) 施設関連車両の走行による振動の予測地点（来場） 

この地図は、国土地理院の電子地形図 25000 をもとに作成した。 
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図 5.6.4(2) 施設関連車両の走行による振動の予測地点（退場） 

この地図は、国土地理院の電子地形図 25000 をもとに作成した。 
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施設関連車両の設定 

道路構造条件 

地盤条件 

全車両による 
振動レベル 80％レンジ 

上端値の計算 

（ASJ RTN-Model 2008） 

施設関連車両による 

道路交通振動の影響 

一般車両の設定 

事業計画 

一般車両のみによる 
振動レベル 80％レンジ 

上端値の計算 

 

交通条件の設定 

道路パラメータの設定 
予測地点の設定 

（ASJ RTN-Model 

(2) 予測方法 

① 予測手順 

施設関連車両の走行により発生する振動の予測手順は図 5.6.5に示すとおりである。 

事業計画等に基づき施設関連車両の交通量を設定した。 

一般車両と施設関連車両を合わせた全車両と、一般車両のみについて、建設省土木研究所提

案式を用いて振動レベルの 80％レンジ上端値を計算し、その差を求めることにより、施設関連

車両の走行による道路交通振動への影響を予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.6.5 施設関連車両の走行により発生する振動の予測手順 
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② 予測モデル 

建設省土木研究所提案式を用いて振動レベルの 80％レンジ上端値（Ｌ10）の予測を行った。

予測式は次式に示すとおりである。 

 

L10＝ａlog10（log10Ｑ*）＋ｂlog10Ｖ＋ｃlog10Ｍ＋ｄ＋ασ＋αf＋αs－αℓ 

 

L10 ：振動レベルの 80％レンジ上端値  （デシベル） 

Ｑ* ：500秒間の 1車線あたり等価交通量 （台/500秒/車線） 

Ｑ*＝（500/3600）×（Ｑ1＋ｋＱ2）/Ｍ 

Ｑ1 ：小型車時間交通量   （台/時） 

Ｑ2 ：大型車時間交通量   （台/時） 

ｋ ：大型車の小型車への換算係数 

Ｖ ：平均走行速度    （km/時） 

Ｍ ：上下車線合計の車線数 

ασ ：路面の平坦性による補正値  （デシベル） 

αf ：地盤卓越振動数による補正値  （デシベル） 

αs ：道路構造による補正値   （デシベル） 

αℓ ：距離減衰値    （デシベル） 

ａ、ｂ、ｃ、ｄ：定数 

 

予測式の係数値及び補正値は表 5.6.13に示すとおりである。 

 

表 5.6.13 予測式の係数値及び補正値 

道路構造 平面道路 

ｋ 13 

ａ 47 

ｂ 12 

ｃ 3.5 

ｄ 27.3 

ασ 

8.2log10σ 

（アスファルト舗装のとき） 

σ：路面平坦性標準偏差＝5.0（ mm） 

αf 

(1)ｆ≧8Hz の時 

-17.3log10ｆ 

(2)8Hz＞ｆの時 

-9.2log10ｆ-7.3 

ｆ：地盤卓越振動数（Hz） 

αs 0 

αℓ 

αl=β∙
log10((l 5⁄ )+1)

log102
 

ℓ：基準点から予測地点までの距離（m） 

β：粘土地盤では 0.068Ｌ’10－2.0 

L’10：ａlog10（log10Ｑ*）＋ｂlog10Ｖ 

＋ｃlog10Ｍ＋ｄ＋αf＋ασ 


